
日本語能力試験Ｎ１ 「合格体験記」 

～日常会話で役立つ単語を学びながら N1 合格！  

日本のクラスメートとの交流が鍵～ 
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 私が N1 に合格するために行った勉強方法について、後輩の留学生の皆さんに紹介

させていただきます。まず、私は過去問題集を購入して、過去の試験問題を解くこと

から始めました。過去問を解くことで、実際の試験の形式を理解し、自分の弱点や不

足している部分を把握することができました。また、インターネットを活用して、烧

饼日语という無料の模擬試験 app を利用しました。友人と一緒に、過去問を解いて、

試験と同じ時間枠を設けて、指定された時間内に問題を解き、互いに採点していまし

た。自分が理解できない問いがあれば友人に説明してもらいますし、逆に友人が理解

できない問いがあれば、私が説明することで自分自身も理解を深めることができると

思います。 

  一日の勉強時間については、平均して２～３時間程度を目安にしていました。ただ

し、試験が近づくにつれて、集中して長時間勉強することもありました。また、一日

に解く問題数についても目標を設定し、定期的に自己評価を行いました。 

  分野別の勉強については、文法と語彙に重点的に取り組みました。N１レベルの文

法は複雑なため、例文をたくさん見てパターンを理解することを重視しました。ま

た、日本のクラスメートと交流することで、日常会話でよく使われる言葉を学ぶこと

ができました。聴解については、スクールバスに座っている時間をよく使って、日本

語の聴解を練習していました。 学校に行く時の 40 分、帰る時の 40 分を活用して、

少しずつ聴解力を高めるのに役立ったと思います。読解については、様々なジャンル

の文章に触れることで、文章を理解する力を鍛えることができると思います。 

  不得意な分野を克服するためには、定期的に自己評価を行い、弱点を把握した上

で、それに対する対策を立てることが大切だと思います。 

  合格には、先生方や友人のサポートが大きな力になりました。指導してくださった

先生には感謝の気持ちでいっぱいです。また、一緒に勉強をした友人たちとの切磋琢

磨の日々が、モチベーションを高めてくれました。 

  毎日のコツコツとした勉強が合格への近道です。諦めずに挑戦し続けることが、目

標達成への道を切り開くことになります！ 


